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活動団体  頴娃おこそ会  

役職   

氏名  原本太郎  

着任日  令和３年 4 月１日  

 

活動月  令和 5 年 7 月（着任 2 年 4 ヶ月）  

主な活動  1. 番所鼻公園(bandpark)でのイベント開催  

2. キャンプ・クリアカヤックの実験運営  

3. ゴッソイまつりの取り組み 

 

１. 番所鼻公園での出店・イベントの開催  

番所鼻公園でのキッチンカーイベント「絶景ごはん」の 26 回目を 8/27 に開催しました。

今回は社会実験企画のロゲイニングも同時開催で、またやコミュニティソング制作のインタビュ

ーなども実施しました。ロゲイニングでは公園内の施設で使えるチケットが賞品で、またインタビ

ュー協力者には絶景ごはんで使えるチケットを配布したりと、様々な形でのコラボし、公園の多

様な使い方の可能性を実感しました。 

 

   
 

２. 視察・研修  

また、今月よりキャンプとクリアカヤックの実験的な運営を開始しました。キャンプは森の中での

テント泊を金・土・日、クリアカヤックは土日を営業日として、広報誌やインスタグラムでの告知

を中心に実施しました。８月の１ヶ月を通して、キャンプ・クリアカヤックともに数件の予約があ

りましたが、台風等の天候の影響もありキャンセルとなりましたが、クリアカヤックの方は日程を

再調整していただき、別日に楽しんでいただきました。来園者の方や SNS でもキャンプやクリア

カヤックへの興味を示していただき、発信の仕方やサービス内容の見せ方など工夫次第でより

多くのお客様に体験してもらえると感じました。 
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また 8/26 には南薩地域振興局主催（運営事業者： JR 九州エージェンシー）のバスツア

ーにて、クリアカヤック体験を組み込んでいただきました。当日は 15 組ほどの家族連れがクリア

カヤックを体験し、時間の制約上、短い時間でしたが、とても満足いただいたようでした。  

９月以降も引き続きキャンプ・カヤック体験を実験的に運用していきます。  

 

   

 

3. ゴッソイまつりの取り組み 

 ゴッソイまつりの話し合いは、プログラムやコンテンツの具体化を進めているところで、これまでの

内容に加えて、新しい視点や体験を交えた魅力的なものになりつつあります。9 月以降には

情報発信にも力を入れて、地域を巻き込んでいければと考えています。  

 

■SNS 

□番所鼻自然公園                          □ふれあい瀬平公園  

 

 

 

  

 

 

 

 

 
 

▼番所鼻自然公園での取り組みについて（2021 年度活動報告動画）  

https://www.youtube.com/watch?v=_XwIhNZWJfw 

 

Facebook▶︎「頴娃ふれあい瀬平公園」  

Instagram▶︎@eifureaisebirakouen 

 

Facebook▶︎「番所鼻自然公園」  

Instagram▶︎@Bandokorobana_Park 

     @agribits_farmersmarket 

 


